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研究成果の概要（和文）：食物アレルギーにおける新しいバイオマーカーの案出を目的に、食物アレルギーなど
のアレルギーを有する児とその対照のT細胞のトランスクリプトーム解析、エピゲノム解析と、糞便の腸内細菌
叢の菌種解析などを行った。その結果、食物アレルギー発症者のT細胞のDNAメチル化の頻度は有意に高く、菌種
のrichnessとdiversityの有意な減少が認められた。この結果、菌種のrichnessとdiversityの減少がT細胞のDNA
メチル化をもたらし、食物アレルギー発症となるという病態が示唆され、菌種のrichnessとdiversityが食物ア
レルギーにおける有用なマーカーであることが窺い知れた。

研究成果の概要（英文）：To develop new biomarker for food allergy, we have performed analysis of 
trascriptome and epigenome of T cell and the strain of intestinal flora and metagenome in infants 
aged1-3 with fool allergy and its control.  In results, more significantly frequent methylation of T
 cell and less richness and diversity of the strain were seen in the food allergic infants.  These 
results suggest that less richness and diversity of the strain produce the methylation of T cell, 
subsequently leading to the development of food allergy.  The richness and diversity of the strain 
may be efficient biomarkers for food allergy.

研究分野： 公衆衛生学、予防医学
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１． 研究開始当初の背景 

近年、増加傾向を示す食物アレルギーは、ア
レルゲンである食物の感作成分の多様性の
大きさから、早期診断にはまったく新しいバ
イオマーカーの案出が求められる。 
 
２．研究の目的 

アレルゲンと遺伝の相互作用として、T リン
パ球と腸内細菌叢の構成におけるエピジェ
ネティックな変化を調べることによって、そ
のエピジェネティクス機構を解明し、免疫・
腸内細菌・遺伝子バイオマーカーを同定する
とともに、食物アレルギーの新しい早期診断
法とテイラーメイド予防法を示すことを目
的とした。 
 
３．研究の方法 

平成 27 年度から食物アレルギー、アトピー
性皮膚炎、気管支喘息を有する児とその対照
をリクルートし、採血により得られたリンパ
球を、表面マーカーによって分離された
CD4+T cells、CD8+T-cells、CD56+NK cells、
CD19+Bcell、CD14+monocytes、Regulatory 
T cell (Treg)、トランスクリプトーム解析
（mRNASeq, Small RNASeq）、エピゲノム
解析（ChIPSeq, DNA メチル化）を実施した。
また対象者から採取する糞便より、全細菌
DNA を抽出し、16S rRNA 遺伝子クローン
ライブラリー法を用いて腸内細菌叢の菌種
解析を行い、比較した。 
 

４．研究成果 

食物アレルギー発症者およびいずれかのア
レルギー発症者の T 細胞の DNA メチル化
の頻度は有意に高く、菌種の richness と
diversity の有意な減少が認められた。また
アトピー性皮膚炎、気管支喘息の発症者と
非発症者の比較では、有意な差は認められ
なかった。この結果、菌種の richness と
diversity の減少がリンパ球の DNA メチル
化をもたらし、食物アレルギー発症となる
という病態が示唆された。食物アレルギー
の新しい早期診断法としても、菌種の
richness と diversity が有用なマーカーであ
ることが窺い知れた。 
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